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教養教育センター 

「ブラジル文化を知ろう」企画 

第 2 弾 
× 

外国語学部スペイン語・ポルトガル語圏専攻 

ポルトガル語圏コース新設 

キックオフ企画 

イタマール・ヴィエイラ・ジュニオール氏講演会 

『過去を耕す：脱植民地文学の視点から』のお知らせ 

愛知県立大学では在名古屋ブラジル総領事館と協働し、ポルトガル語教育と文化理解に重点

的に取り組んでいます。2021 年度より専任のポルトガル語教員を採用し、2022 年度からは

ポルトガル語およびブラジル文化教育担当として、ブラジル政府より専任講師を受け入れて

います。在名古屋ブラジル総領事館との連携も強め、2022 年 7 月には日系ブラジル人作家オ

スカール・ナカザト氏による講演会を開催しました。そして、2023 年度には新たに外国語学

部ヨーロッパ学科スペイン語・ポルトガル語圏専攻のポルトガル語圏コースが誕生します。この機

会に邦訳出版記念で来日なさるイタマール・ヴィエイラ・ジュニオール氏をお呼びして講演会を

開催し、より多様なブラジル文化を学ぶ機会を設けます。 

 

【作家紹介】 

ヴィエイラ・ジュニオール氏の国立植民農地改革院での勤務経験をもとに

執筆された小説『曲がった鋤』は、2018 年、ポルトガル語未発表小説にお

ける最大の文学賞であるレヤ賞を受賞し、同年に出版されました。翌 2019
年にはブラジルでも刊行され、ブラジル出版界の最高権威である「ジャブチ

賞」長編小説部門ならびにオセアーノ賞を受賞しています。そのほか短編集

『日々』（2012）、『死刑執行人の祈り』（2017）があります。 

日時・場所 

令和５年４月 17 日（月）16 時 10 分～17 時 40 分 
愛知県立大学 長久手キャンパス 多目的ホール 

※ポルトガル語講演（日本語逐次通訳あり） 

参  加 

申込方法 

学内者向けの対面実施の他、Zoom ウェビナーでの一般公開も予定して

います。観覧をご希望の方は、申込フォームより事前申し込みをお願

いします。 

申込期間 令和５年４月６日（木）～令和５年４月１３日（木） 

申込フォーム 
https://forms.office.com/r/tBeWZDCwy5 

※申し込み後、順次 Zoom URL をメールにて送付します 

連絡先 

愛知県立大学 学務課 教養担当 

担 当 小林 由希  
電 話 0561-76-8832 
E-Mail kyoyo-kyoiku@puc.aichi-pu.ac.jp 

 

2023 年 4 月 6 日 
愛知県立大学 学務課 教養担当 
担当 小林 由希 
電話 0561-76-8832 
E-Mail 
kyoyo-kyoiku@puc.aichi-pu.ac.jp 

https://forms.office.com/r/tBeWZDCwy5
mailto:kyoyo-kyoiku@puc.aichi-pu.ac.jp
mailto:kyoyo-kyoiku@puc.aichi-pu.ac.jp


『曲がった鋤』

月

作家 イタマール・ヴィエイラ・ジュニオール 氏

申込フォーム（一般の方）
お申込期間：4/6（木）～4/13（木）

https://forms.office.com/r/tBeWZDCwy5

４/１７
16:10 - 17:40

愛知県立大学 長久手キャンパス 多目的ホール
ZOOMでの一般公開を予定しております。（※事前申込）

｜講 師｜

ポルトガル語

（日本語逐次通訳あり）

｜言 語｜

｜講演会60分 ＋ 質疑応答20分｜

ヴィエイラ・ジュニオール氏の国立植民農地改革
院での勤務経験をもとに執筆された小説『曲がっ
た鋤』は、2018年、ポルトガル語未発表小説にお
ける最大の文学賞であるレヤ賞を受賞し、同年に
出版されました。翌2019年にはブラジルでも刊行
され、ブラジル出版界の最高権威である「ジャブ
チ賞」長編小説部門ならびにオセアーノ賞を受賞
しています。そのほか短編集『日々』
（2012）、『死刑執行人の祈り』（2017）があります。

教養教育センター「ブラジル文化を知ろう」企画第２弾 × 外国語学部ポルトガル語圏コース新設キックオフ企画

愛知県立大学では在名古屋ブラジル総領事館と
協働し、ポルトガル語教育と文化理解に重点的に
取り組んでいます。2021年度より専任のポルトガ
ル語教員を採用し、2022年度からはポルトガル語
およびブラジル文化教育担当として、ブラジル政
府より専任講師を受け入れています。在名古屋ブ
ラジル総領事館との連携も強め、2022年7月には
日系ブラジル人作家オスカール・ナカザト氏による
講演会を開催しました。
そして、2023年度には新たに外国語学部ヨーロッ
パ学科スペイン語・ポルトガル語圏専攻のポルト
ガル語圏コースが誕生します。この機会に邦訳出
版記念で来日なさるイタマール・ヴィエイラ・ジュニ
オール氏をお呼びして講演会を開催し、より多様
なブラジル文化を学ぶ機会を設けます。

《キロンボーラ（逃亡奴隷） 》の記憶と闘争

20世紀後半、奴隷制が色濃く残るバイーア州
奥地のアグア・ネグラ農場、この地で暮らすふ
たりの幼い姉妹は、祖母が隠しているナイフを
見つけ、舌にあてがって……
言語の喪失、奴隷制の負の遺産、血に塗れた
ナイフ、すべてを知る精霊……現代のアフロ・
ブラジル作家が描きだす《傷跡》の物語。

https://forms.office.com/r/tBeWZDCwy5



